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県土整備部長

	質問項目：二　鳥取港を中心とした観光振興及び環境整備について
　　　　　追及１　「みなとまちづくりマイスター」の育成

　　　　　追及２　鳥取～隠岐間のモニターツアーの結果と今後の見通し　

	質　　　　　　　　　問
	答　　　　　　　　　弁

	○濱辺議員
　次に、鳥取賀露港食・観光資源活用について伺います。
この国の方の国土交通省港湾局の方にお話し頂いた時に、「みなとまちづくりマイスター」という方が、港におられます。これは、 港の“賑わいの創出”やそれから“活動の活性化”のために地域でがんばって頂いている振興の企画とか実施を中心的な役割を担っていただいている方なんですけども、
　そこで、鳥取県にも今一人おられるですけども、こういう人材を育成し、この「みなとまちづくりマイスター」というこの人材を育成して、みなとまちづくりの核となる人材として、さらにやっぱり取り組む必要があると思いますけども、知事に伺いします。

　それと今年の春に山陰海岸と隠岐諸島が世界ジオパークに認定されて本年4月に両ジオパークを結ぶ定期便の実現を視野に入れた、鳥取港と西郷港との間でモニター客を乗せた高速船の試験運行がありました。その結果と今後の見通しについて知事に伺います。
	○平井知事
　みなとまちづくりのマイスター或いはそれに準じたような人材養成、これは地方創生の課題としてこれから取り組まなければいけないと思っております。もちろんこれ地元の問題でありますので、地元の方でお考え頂き、市が指定の際も動かれましたから、そうした市とお考えも聞きながらですねどういうお手伝いが出来るのか、これマイスターに限らず人材養成について関わって参りたいと思っております。

　また併せまして、隠岐の航路でございますが、一回やってみて、いろいろ利害得失の議論、正直なご意見もある程度拝聴させて頂きました。ただやっぱりもう一度トライアルしてみようというように考えているところでございまして、この前は鳥取から隠岐に行くこの片道切符のようなものでありましたが、これを三角形の航路にしましてですね、鳥取から隠岐へ行く、七類に行く、七類から鳥取に来る。それぞれちょっと仕掛けを作りながら、そういう動くスタイルでまた春のダイヤの空き時間の所で出来ないだろうか今関係先と調整をさせて頂いております。でもまあ再トライアルということになりますが、それをやってみてまた様々なご意見を伺い、今後の展開を考えて行きたいと思っております。
○長谷川県土整備部長

それでは２点補足答弁を申し上げます。

みなとまちづくりのマイスター、これ国土交通省が平成２０年に創設したものでございます。みなとのまちづくりを通じて、地域の活性化等で中心的な役割を担った人を第三者委員会が選定して海の日に認定するというものでございます。全国で４４名でございます。中国管内では8名、鳥取県内は、境港に１名と鳥取港に１名ということであります。議員のご指摘は、このマイスター活動の充実と後継者の育成、人材育成ということかと思っております。鳥取・賀露みなとオアシスは、鳥取市が登録しております。そしてこのマイスターの方は、この管理運営を中心的にやってきたということです。この人材育成という観点からも今一度、鳥取市なりマイスター或いは関係者の皆様と話してみたいなと、こう思っております。
それから２番目が、鳥取隠岐間のモニターツアーの結果と今後の見通しでございます。今年の４月４日に初めてモニターツアーを実施しました。非常に好評でありましたけれども、課題も見えてきました。それは、商業ベースにはまだ乗っていないという事、さらに荒天時の欠航等のリスク、それから鳥取で観光してもらう工夫もいるというようなことでございました。また、レインボージェットを使いましたけれども、これ本来は、隠岐島民のための生活路線で使っているということでありますので、現状、鳥取港入港可能時期は、春先の空きダイヤの時ということになっております。２月中旬から４月の上旬ということでございます。こういうふうな時期に限定された季節運航にならざるをえないということであります。今は商業ベースにはなっておりませんので、先ほど知事申し上げましたように、三角航路、鳥取港・隠岐・七類の三角航路でまだその一辺の鳥取港隠岐しか使っておりませんので、さらに隠岐から七類、七類から鳥取港ここにお客を乗せることによって何とか商業ベースに近づくことにできないかどうか、来年も再チャレンジしたいということで、今隠岐汽船方と調整を行っているということでございます。
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